


H 本って 本， に M 晴らしい I 柯 ね。 

仏! ぐ} ビルが、 1 r . ち、] 1;. び、,，: 速 m 路が 仲び ていて まる^^ 

しかも、 夜 W * のぶ 喻乂 いこと といった ん 例えよう もない ほど。 

わたしが hV > ている アバ 一 トメ ント からの 眺めは 以心 U 。 

部 W の丨 W をす ベて i 、 丨儿 て、 じっと fU •{•を 眺めて いると、 なんだか W しい W 分に なっち やうの。 
川训が 怒 か G 名し 込 八で いて、 M が ゆっくり i カーテンを/// K ， している。 

わたしったら、 思わず. 枚 •枚 分に 鄉っ ている ものを 脱いで いき、 

1: まれた ままの 姿に なって JJ め 光の 屮に立 っていた わ。 

别丨 H ' A にか J いのかしら、 わたしって 。あなたの ムードに 酢って しまう かも。 




そぅ、 わたしは スウ工 ーデン 1-: まれな の。 

ぇ？サィズを教ぇてくれですつて、ぅつふふ、内 |«- ょ。 

あなたの想像にお仟せするわ。でも、せつかくこぅしてあなたと知り八 || ぇたんだか. 

あなただけに打別にわたしのすべてを砧せちやぅわ。 

ちょつぴり恥ずかしいけど’：：：：本での思い出のために。 





钶 6 時に 起きたら、 そのまま シャワー ルームに 飛び込ん 
で わたしの イ以 始まる の。 

うっふ ふ、 どんな 姿で •ている かで すって？ 

もちろ/ 1、 な •に •も •な •し。 

だって そのまます ぐに シャワーが 浴びれ るんで す もの。 
フルーツが メインの 朝食を 济 ませたら、 M ガ 館に f テっ 
て お 勉強。 こう 兌 えても わたしって 打 面 H なのよ。 

1 1 本文 化の 勉強に 來て いるんで す もの。 3 然 よね。 

でも、 友 •の 中には 〖/ 本人の ボーイフレンドとう まく 
やって いる 人 もい るの 。そんな カッ フルを W ている と、 

ちよ っひ 力;^ し 〈なっち やう。 i 

だってい つもい つも 広い ベットに ひとり っ きりなん A 

だもの。 M 

たまらな 〈なった ときは 打分で 慰めち やうの よ。 | 
v く あなたに わ 一 杯抱 きしめて 欲しい わ。 ■ 
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